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北信地区５会場で分散開催した９月の研究主任研修会では、コロナ禍における各校の研究推進・授業

改善の取組と課題や、自律して学ぶ力の涵養を視点に情報交換を行い、「コロナ禍における子どもの学

びを止めない取組と授業改善」について須坂市立東中学校の実践発表から学び合いました。 

研究主任研修会から２ヶ月。研究主任の先生を中心に授業改善を進めている学校が多くあります。 

９月の研究主任研修会に参加された中野市立中野平中学校研究主任の佐藤義経先生に、その後の自校

における取組についてお聞きしました。（インタビューは、次ページから掲載します） 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                  

令和２年 1２月８日 (火) 

 

授業改善をさらに一歩進める 
―研究主任の取組― 

 

 

 

 

 

 

  

 

・日々の教育活動で、生徒に自律した学び手としての態度を養えているか  

どうかが大切であると思う。 

・コロナ禍ですべてがダメになってしまったように思っていたが、この逆境

をチャンスに変えている各校の取組に感銘を受けた。学校に戻り、共有し 

自校で生かしたい。 

【９／18（金）研究主任研修会（中野・下高井会場）にて】 
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聞き手 研究主任として、研究主任研修会以降 

意識して取り組んでいることはありますか。 

佐藤研究主任 自分自身もどこまでできるかとい

うところはありますが、コロナ禍でどれだけ生徒

たちが学び合いができるかや、教科の本質に迫る

学びができるかという視点で一緒に授業づくりに

かかわらせていただきました。また、ほかの先生

の授業づくりの相談にのったり、微力ですが助言

をしたりなど、自分にできることをやるようには

しています。 

 

―――そのような授業づくりの際に、気を付けて

いることはどんなことですか。 

 本校では、「ジャンプ問題」を授業に取り入れ

ているので、どんな課題を授業の最後に用意して

おけば、生徒たちがその教科の面白さに触れられ

るかということを授業者の先生と一緒に考えるよ

うにしています。 

 

―――研究主任研修会では、「自律的な学び」に

ついて話題になりましたが…。 

 本校の授業づくりで

は、もともと生徒の学

び合いを大切にしてい

ます。教師の出をなる

べく少なくし、生徒た

ちが主体的に学びたく

なるような題材を提示し、生徒たちが学んでいる

姿を教師が見取る立場で授業づくりをしていま

す。自律的な学びは、本校の授業づくりの理念と

つながる部分があるように思います。 

 

―――家庭学習などで、子どもたちの自律的な学

びのために工夫していることはありますか。 

 社会科では学習のまとめとして、探究的な課題

を家庭学習として出しています。例えば、１年生

では世界の地理を学習していますが、学習成果を

生かし、「アフリカの子どもたちを５歳まできち

んと生きられるようにするにはどうすればよい

か」といったような課題を単元の振り返りとして

家庭学習で取り組み、これまでの学びを生かし、

レポートにまとめる活動を取り入れています。 

―――１つの単元が終わった後に、このような探

究的な課題を出しているのですか。 

 １つの単元終了後に、このような形の課題を出

しています。今、２年生では中部地方を学習して

いますが、県内の産業に着目して授業をしたの

で、「県内の産業を紹介するパンフレットを作っ

てみよう」という課題を出しました。自分の家の

パソコンを使って画像を貼ってもいいですかなど

と聞いてくる生徒もおり、主体的に取り組もうと

しているように思います。社会科では、このよう

な形の家庭学習にしようと教科会で考えて取り組

んでいます。 

 

―――社会科教科会のメンバーで、探究的な課題

をどのように決め出していったのでしょうか。 

 教科会のそれぞれの先生が、生徒が単元で学習

したことを基にしながら探究できそうなものを幾

つか提案し合いながらやっています。今度、アジ

ア州の学習後の課題は別の若い先生が提案してく

れることになっています。 

 

―――社会科では、すべての学年でこういった課

題に取り組むようにしているのでしょうか。 

 すべての学年で行うようにしています。日本国

憲法を学習した 3 年生は、「自分たちの人権はど

のように守られているか」ということをマインド

マップに表しました。自分で調べ、授業の振り返

りをしながら考えるという形の課題になっている

ように思います。また、課題に取り組む中で、教

師に質問する生徒もいて、「観光業は、産業に入

りますか」と聞きにきた 2 年生の生徒は、県内

の観光地を調べ、そこが観光地として発展してい

る理由や、どのようなことを工夫して集客してい

るのかについて自分でまとめ上げてきました。そ

のときに、教師が教えなくても、生徒がやりたく

なったら自分でどんどんと追究していくのだと思

いました。 

 

―――研究主任研修会では、GIGA スクール構想

も話題になりました。このことについて、中野平

中学校の取組はいかがでしょうか。 

 GIGA スクール構想が進んだら、授業中でも気
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になったら自分でその場で調べられるねと、生徒

とも話をすることがあります。例えば、授業中に

初めて聞いた事柄が出てきた場合に、1 人１台端

末があればその場ですぐに調べてみるというよう

に授業の展開も変化していくのではないかと思っ

ています。教科書や資料集ももちろん使います

が、資料集の役割も変わってくるのではないかと

思っています。資料集は情報が整理されていてす

っきりとしていますが、１人１台端末が準備され

て使えるようになれば、調べるという活動がある

社会科においては、調べる活動は従来と比べて大

きく変わっていくのではないかと思っています。

また、先ほどお話ししたパンフレットづくりで

は、今回は画用紙１枚を渡して、そこに画像をプ

リントアウトして切り貼りしながらまとめていた

のですが、こういった活動をコンピュータ上でや

りたいという生徒も出てきています。パワーポイ

ントのスライド１枚にまとめたり、実際のパンフ

レットみたいに写真や文字をコンピュータ上でレ

イアウトしたりするなど、調べた成果をまとめる

形もだいぶ変わってくるように思います。社会科

としては、1 人 1 台端末の導入でこのような形

になるのではないかと個人的には思っています。 

 

―――学校全体の授業改善に向けて、研究主任と

して今後取り組んでいこうと考えておられること

はどんなことでしょう。 

 近々、生徒と職員を対象とした「授業アンケー

ト」をとることにしています。中野平中学校とし

ての授業づくりというところにきちんと焦点を当

て、「学び合い」、「ジャンプ問題」、「教科の本質

にせまる学び」について、これは「主体的・対話

的で深い学び」と直接リンクしてくる部分だと思

いますので、そのことを先生方にお考えいただけ

るように質問項目を精選し、アンケート結果をフ

ィードバックし、まずは先生方が授業づくりにつ

いて考えることができるような仕組みをつくって

いきたいと思っています。 

 

―――２学期後半から３学期、さらに来年度に向

けて、授業づくり、さらに学校づくりにかかわる

研究主任としての構想はいかがでしょうか。 

 若い講師の先生方も本校には大勢いらっしゃる

ので、可能であれば来年度からは、異年齢で経験

年数を考慮し、様々な教科の先生が入り、かつ少

人数の研究グループを編成したいと考えていま

す。そして、授業を公開する場合にはグループの

全員の先生が参観できるような体制にして研究を

進められればと思っています。本校で実践してい

る「学び合い」についても、それぞれがこういう

ことなのかなって悩み、さぐりながらやっている

部分があるように感じています。本校での経験年

数が多い先生の授業を見ながら、本校での授業づ

くりについて共通理

解し、全職員が同一

歩調で同じ基盤で授

業づくりができるよ

うにしていきたいと

思っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「第３回研究主任研修会」のお知らせ 

 

 期日 令和３年１月１８日（月） 

     …北信合同庁舎（対象；中高、飯水） 

    令和 3年２月 ４日（木） 

     …長野合同庁舎、更級教育館を予定 

（対象；上高井、長野上水内、更埴） 

  

内容 実践発表（GIGAスクール構想に向けた

取組）、課題別グループ討議など 

 

   新型コロナウイルス感染症の拡大状況に

よっては、実施形態が変更になることも考

えられます。実施要項など詳細は、12月

中旬に各校にお知らせします。 

 

 研究主任として、中野平中学校の授業づくり

を校内の先生方とともにどのように進めていき

たいか、具体的な取組の方向を見いだそうとし

ている佐藤先生です。特に、ＯＪＴをどのよう

に進めていくかという校内の体制づくりもポイ

ントになるように感じます。 

北信教育事務所は、各校で目指す生徒像を具

現するために、校内の先生方を巻き込みながら

授業改善の取組を推進しようとしている研究主

任の先生方をこれからも支援していきます。 



 

初任者事務所研修 
行われる 

教師力向上研修Ⅲ １０月２７日（火）実施 

更埴教育会館、上高井教育会館、中野・下高井 

教育会館、長野合同庁舎別館にて分散参集 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

特別支援教育講義と演習 

自己課題を意見交換 

今年度後半の課題設定 

子どもたちの「見える」姿だけではなく、「見えない」ところ
を観て、関わる大切さを感じました。 

自分では思いつか

ないようなアイデア

や視点だ。 

校種の違う先生方
の話を聞けるのは
とても刺激になる。 

新たな視点を得て 
日頃接している児童生徒の姿を想定し、

児童生徒の行動や困難さの背景に目を

向けることで行える支援や配慮があるので

はないかと考える先生方の姿がありました。 

講
義
と
演
習 

資
料
よ
り 

語り合い 

自己の課題と
向き合う 

６月の研修と同じメンバー
でのグループ協議で、子
どもの実態も見えてきて、
課題が明確になった。 

背中を押していただい
て、もっとがんばろうと
いう気持ちになった。 

グループ協議では、他学年、異校種の立場で

アドバイスをもらうことで、新たな視点で自己の

課題と向き合っていく先生方でした。 

●子どもとの接し方や伝え方など、自分の課題が 
より浮き彫りになりました。 
●クラスに気になる子がいますが、その子の困り感
に寄り添った支援をしていかなければならないと
思います。 

●活動に意味を持たせて伝えながら取り組んだり、
興味をひくような教材の工夫をしたりする必要が
あるかなと思い、日々過ごしています。 

（振り返りの「まとめ記入用紙」より抜粋） 

－ ４ － 

初任者研修の予定  １月２９日（金） １年次プログレス研修 
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シリーズ 信州型ＵＤ推進校の取組② 中野市立南宮中学校 

本年度の取組 （信州型ＵＤ推進校１年次） 

【全校研究テーマ】 
「関わり合いながら、学びを深め、学んだことを実感できる 

授業はどうあったらよいか」 

【重点項目】 
① 安心して学び合える学習集団づくりのための授業改善 
② 公開授業から学んだことについての情報共有 
③ 信州型ＵＤについての理解と自己課題の発見 

【学校として取り組む信州型ＵＤの窓口】 
安心して参加できる授業の工夫 
 
 

 
 
 
 

 

 

 
    
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

南宮中学校では、研究主任の先生がＵＤリーダーとなり、ＬＤ等通級指導教室担当、教頭、教務主任など
の先生方を加えて、ＵＤチームを編成し、ＵＤ推進の取組を進めています。毎週水曜のチーム会議で取組の方
向性や生徒の実態把握について話し合いを重ねています。 

授業改善のよさや必要性を実感できるよう、ＵＤチームによる授業参観を繰り返し行いました。 

さらに、信州型ＵＤの着眼点を視点にした授

業改善の様子を、全校にむけて公開していく取

組を始めました。授業前に授業者は、改善した

いポイントを信州型ＵＤの図の中に位置付け、

参観する先生方に知らせます。参観した先生方

は、そのポイントについての感想や意見を、図

の中に書き込みます。それ以外にも生徒の学び

の様子や気付いた点などを図の中に書き込み、

授業者に返します。 

 

信州型ＵＤの着眼点を授業改善の視点にして授業公開をすることで、成果と課題が見えてきます。 

集められた感想・意見は、例えば、上の図のようにまとめられます。こうすることで、授

業者が自らの課題が何であるかが見えてきて、それを意識した授業づくりを進めることがで

きます。自分では気が付かなかった子どもの学びの様子や、自分の授業のよさに気付くこと

ができ、学校全体として授業改善が進んでいます。 

～ある日の日報の裏面より抜粋～ 

Ａ先生（英語 〇年生） 

 授業全体的に「リズム」「テンポ」がいいなと感

じられる授業でした。日頃から「動と静」のメリハ

リや、導入場面での「発音→単語の確認→本時の主

題」という流れを意識されているそうです。 

単語の確認では自作映像を示し、課題の共有が

できるよう配慮されていました… 

毎週水曜日のＵＤチーム会議の前半は、チ
ームのメンバー以外の先生の授業を参観して
います。その中で、「支援を必要としている生

徒がいるか」という視点で授業を参観し、生徒
の実態把握をしています。また、「研究テーマ
につながる工夫はどこか」という視点で授業
を参観し、その授業のよさと信州型ＵＤの着
眼点とのつながりを考えています。 
先生方の声は、日報の裏面で紹介し、全職員

で共有できるようにしています。 

 

 



－ ６ － 

  

Ｓさんは普段から口数は少なく、数人の学級の中でも、授業で発言することはほとんどありません。社
会科の教科担任のＴ先生は、Ｓさんが自信をもって自分の考えを友に伝えられるといいなと願い、声がけ
の工夫、座席表の活用という支援を考えて授業に臨みました。 
学習カードをノートに丁寧に貼ったＳさんは、「オーストラリアに暮らす移民の出身州」のグラフをじ

っくり見て、「アジア州や南北アメリカ州の移民が増えている」など気づいたことを学習カードに書いて
いきました。Ｔ先生はＳさんの学習カードの記述を見て、「Ｓさん、いいね」と認めるようにうなずきま
した。グラフからの気づきや疑問を出し合う場面では、生徒の発言を受けて「同じように思った人はい
る？」というＴ先生の投げかけに、さっと手を挙げて「自分も気づいたよ」と応えるＳさんの姿があり
ました。 
これらの生徒の疑問から「オーストラリアに暮らす移民の出身州は以前はヨーロッパ州が多かった

が、なぜ最近はアジア州が増えてきているのだろう」という単元の学習問題が設定され、資料プリント
を基に自分なりの予想をもつ学習に入りました。シドニーと東京の雨温図をじっと見て考え込んでいる
Ｓさんに、Ｔ先生は雨温図を指差しながら、季節が逆であることを一
緒に確認していきます。うなずいたＳさんは、「日本と気温の変わり
方が逆で、気温の差がゆるい」と自分の言葉で学習カードに書きまし
た。Ｔ先生は手にしていた座席表にＳさんの考えをメモしました。資
料の読み取りを支援するＴ先生の声がけで、３つの資料について気づ
いたことを書いたＳさん。Ｔ先生はＳさんの気づきのよさを認め、座
席表にメモします。そのメモを基にＴ先生は指名計画を立て、その後
の話し合いで、Ｓさんは、「シドニーは冬でも夏でも気温の差がゆる
い」「オセアニアの国旗はイギリスの国旗を一部使っている」としっ
かりした声で発言しました。学級全員が自分の考えを発表し、友の考えを聞き、自分がもっていなかっ
た考えに触れる学習になりました。 

授業のまとめで、Ｓさんは、「オーストラリアは気温の差がゆるやかで過ごしやすい気候だから移民が

多くなっていると思う」という単元の学習問題に対する自分なりの予想をもちました。次時、オースト

ラリアの気候の特色を学習してその予想を確かめることを、ＳさんもＴ先生もきっと楽しみにしている

でしょう。 

 

 

 

 
 

 

言語表現が少ない生徒の考えを捉えて、授業に位置付ける 
～社会科 中学校１年 単元名「オセアニア州」 単元の学習問題を設定し予想を出し合う場面～ 

 

 

「学校の働き方改革」の今 

学校の働き方改革を踏まえた部活動改革 
「学校の働き方改革」を考慮しつつ、生徒にとって望ましい

部活動の環境を構築するにはどうしたらよいのでしょうか。そ
うした悩みを解決する部活動改革推進の第一歩として、「学校
と地域が協働・融合」した部活動の具体的な実現方策とスケジ
ュールがまとめられ、今年９月スポーツ庁・文化庁・文部科学
省（担当）より示されました。 
「断片的な情報を知ることはあるけれど、まとまった方向性

を学びたい」という方も多いと思います。右の二次元コードか
ら「学校の働き方改革を踏まえた部活動改革」の概要・推進の
スケジュールをご覧いただくことができます。（文化庁のホー
ムページが開きます）「概要」は部活動の意義と課題・改革の方

向性・具体的な方策の３点にまとめられており、具体的な方策
については右の２点が挙げられています。詳しくはホームペー
ジにアクセスして、資料をご覧ください。 

持続可能な部活動と教師の負担軽減の両方を実

現できる改革 【具体的な方策】 

Ⅰ．休日の部活動の段階的な 

地域移行（休日の指導や大会への 

引率を伴う地域人材の確保、他） 

Ⅱ．合理的で効果的な部活動の

推進（合同部活動の推進・主に地方大

会の在り方の整理、他） 

 

 

 

学校訪問で出会った 

キラッ☆と輝く子どもと先生の姿を紹介します 



‐７‐ 

 

千 曲 市 立 五 加 小 学 校  

千曲市立五加小学校では、初任者研
修メンター方式モデル校として、新しい体
制での初任者研修を行っています。 
 
初任研メンターチームは初任者Ａ先生
を含めた６名で構成されています。 

A先生 初任者 ２年担任 

B先生 メンターリーダー ５年担任 

C先生 授業づくり担当 ２年担任 

D先生 学級づくり担当 ４年担任 

E先生 生徒指導担当 ３年担任 

F先生 研修 １年担任 
  

複数校の初任者を担当する研修コー
ディネーターの G 先生は、初任者への直
接的な指導をはじめとし、メンターリーダ
ーのB先生と相談・調整をして、研修を推
進します。 
経験年数・担当校務・学年・教科など、
様々な立場・キャリアステージにいる複数
の教員で構成された初任研メンターチー
ムは、校務分掌に位置付けられており、
学校全体で「初任者を支える」体制が整
えられています。 
７月に行われた「初任研指導教員研修
会」の折、G 先生にメンター方式での校
内研修の様子をお聞きしたところ、次のよ
うに語ってくださいました。 

初任者の指導は、校内の先生み

んなでやっています。研究主任の先生に

「初任者の先生と学習問題と学習課題

の違いについて考えたい」と相談する

と、OJT 研修で、みんなで話題にしても

らえます。このように、メンターリーダーと

連携し研修をコーディネートしています。

目指しているのは初任の先生の“自立”

です。 
 

 

 

その後、初任研校内研修がどのように
進んでいるのか、お話をお聞きしたくな
り、１０月、五加小学校を訪ねました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
メンターリーダーのＢ先生は「メンター

方式での研修が校内の先生方の日々の
実践の振り返りの機会にもつながってい
る」という実感を以下のように語ってくだ
さいました。 

B先生（メンターリーダー）  

チームには講師の先生もいま

すし、私より年下・年上の先生もいます。

様々な経験を積んだ、様々な立場の先生

が A 先生の話を傾聴することが一番大

事だと思っています。A 先生が今、課題

にしていることや思っていること、困って

いること、これからやろうとしていること

を聞いていると、みんな（メンターチー

ム）が、座談会みたいになるのです。私

もそういえば、初任の頃こういう失敗をし

たなあと。そうすると、実は我々が一番研

修の場になっていることを、すごく感じる

のです。 

 五加小学校の子どもたちと、初任者と共
に学んでいこうとする先生方に囲まれなが
ら、Ａ先生の研修が続きます。１２月に控え
た授業力向上研修Ⅱの授業公開に向け
て、Ａ先生は「日々の研修の成果が出せる
ように授業づくりをしていきたい」と、豊富
を語ってくださいました。 

メンター方式での初任研が、校内の先生方の振り返りの機会にも 

先生（研修コーディネーター） 



北信地区活動だより

信州型コミュニティスクールの活動を充実させるためには「熟議」が大切です。
第１７号では「学校と地域で目標やビジョンの共有」を図るために、初めて『熟
議』を取り入れて学校運営委員会を開催した事例を紹介します。

仁礼小学校では、年間３回の学校運営委員会が開かれています。これまでは学校からの報告

に、ご意見をいただく形をとっていましたが、あまり地域の方の声を聴くことができませんで

した。そこで学校では、学校も地域も、双方が想いをざっくばらんに語り合うことで、願いを

共有し、地域と共に子ども達が学ぶ活動をさらに活性化したいと考えました。事前に打ち合わ

せを行い、「どのような目的で」「どのような形の熟議を行い」「今後にどうつなげていくの

か」を話し合い、活発な「熟議」が行えるよう計画しました。

「学校と地域で想いを共有するために
～初めての『熟議』～」

－ ８ －

NO．１７（令和２年１２月）北信教育事務所生涯学習課 文責：指導主事 岡田 絵美

仁礼小

熟議を取り入れた運営委員会の実際

【仁礼小 第２回学校運営委員会の次第】
１ はじめの言葉（運営委員長） …１分
２ 学校長挨拶 （学校長） …３分
３ 協議
①児童の様子から（教頭） …５分
②熟議についての説明（指導主事） …５分
③「熟議」育てていきたい子どもの姿について

…３０分
④話し合われたことの共有 … ８分
⑤今後の協働活動推進について（指導主事）

… ７分
４ 終わりの言葉（運営委員長） … １分

※約１時間

【熟議とは】
熟議とは、多くの当事者による

「熟慮」と「討議」を重ねながら
推進の方策を形成する過程のこと
をいいます。
当事者同士ざっくばらんに話を

することを通して、目標を共有す
ることができたり、お互いの立場
や役割が明確になることで、自分
がやるべきことが見えてきて、納
得して行動できるようになったり
する良さがあります。

【熟議の一場面】仁礼地域の文化はたまらな
く素晴らしいですよ。この
地域独特の文化や歴史を大
切にしたいと思います。

ふるさとのことを学ぶのは
とても大事だと思います。
私たち保護者も知らないこ
とが多いので、子どもと一
緒に学ぶ場にしてもいいの
では、と思いました。

【熟議の一場面】

http://1.bp.blogspot.com/-XKTafTy2_Bw/UOKDYzJbICI/AAAAAAAAKNY/tTeng5oVcJk/s1600/school.png


－ ９ －

熟議を取り入れるにあたり、熟議についての説明や、具体的な方法等についての情
報提供はもちろん、学校や地域の実態に合わせてどのように行うのかを一緒に考えさ
せていただきます。当日も、運営委員会の中で必要に応じて説明を行ったり、熟議を
進めたり等、必要な支援を行います。
まずは、下記連絡先までお気軽にお電話ください。

地域とともにある学校づくりの充実に向けて、学校や地域に出向いての信州型CSの基礎研修や
実践事例の紹介などをします。お気軽に連絡していただけたらと思います。

■■お問い合わせ先■■
北信教育事務所生涯学習課 〒380-0836 長野市大字南長野南県町686-1 担当：岡田
Tel：026-２３４-９５５２ E-mail： hokushinkyo@pref.nagano.lg.jp

「熟議」を取り入れたい学校を支援します～指導主事がお伺いします～

今回の熟議では、想いを存分に語っていただくために、①少人数のグループで②司会とまとめは
学校職員が行い③付箋などは使わず話す時間を確保する形にしました。熟議が始まり、時間が経つ
につれ委員の皆さんに笑顔が見られたり、活発に考えを発言されたりしていたのが印象的でした。
お互いの想いを語り合う中で、今後、地域と学校とでどのような活動を行うのかのイメージが、

学校にも委員の皆さんにも見えてきた運営委員会でした。

ポイント①
「実際の活動につなげる為の一工夫」

・仁礼小では、事前に職員や児童に「地域の方と

協働して行いたい活動」について要望を聞き、ま

とめたものを資料として準備していました。この

ような資料があると、実際の活動に繋がる話し合

いにすることができます。

ポイント②
「熟議をその場だけで終わらせないため
に～知らせる・つなげる・広める～」
・熟議で話し合われた内容などは、運営委員だけ

でなく、広く地域の皆さんや、先生方、子ども達

に知らせ、想いを共有する人を広げたいものです。

運営委員さんには、地域に「口コミ」で広げてい

ただき、学校では、写真や掲示物等で知らせる等

の、事後の活動が大事です。

今日初めてこのような熟議をやってみました。皆さんのお話を聞いたり、自分が話したりしたこと
で、気づかなかった点も分かって、とても良かったと思います。「知らせる・つなげる・広げる」
をやってきたいです。 【運営委員長さんの終わりの言葉より】

熟議では、今の立場から思っていることや、取り組んでいることを幅広くうかがうことができまし
た。どのような子どもを育てたいかというテーマから話を始めたが、それに限らず今、行っている
ことや今後、そういった子どもを育てていくためにやっていきたいことに話が広がり、学校と地域
の協働のもち方を同じ立ち位置からイメージできました。 【教頭先生より】

【参加者の感想】

mailto:hokushinkyo@pref.nagano.lg.jp

	【P1~3】研究主任研修会を受けて（表紙）
	【P4】教師力向上研修3
	【P5】信州型UD推進校_南宮中の取組
	【P6】キラッ☆と輝く（社会） 
	【P7】シリーズ「変わる初任研」②五加小学校
	【P8~9】R2信州型CS北信地区活動だよりUDNo.17cleaned

